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案内図

なお、今回よりホームページでの告知のみで、郵送でのご案内は

しておりません。

出欠のご連絡はホームページの出欠申込フォームまたはメールで

お願いいたします。

当日、直接会場にお越しいただいても構いません。

皆さんのご出席をお待ちしております。

※ホームページ・メールについては８ページをご覧ください。

　日　時：2019年1月19日（土）　14時～

　会　場：東京都立練馬高等学校　大会議室

　議　題：活動報告および活動方針

　　　　　新役員の承認

　　　　　決算および予算の承認

下記の要領で、2018年度同窓会総会を開催いたします。

是非ともご出席くださいますよう、お願い申し上げます。

2018年度同窓会総会のご案内

　

現
代
は
情
報
機
器
や
AI
の
進
歩
に
伴
い
、
便
利
で
快
適
な
暮
ら
し
が
で
き
る

時
代
で
す
。
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
て
い
る
方
も
多
い
で
す
。
２
年

後
の
東
京
五
輪
の
頃
に
は
、
小
さ
な
端
末
を
持
っ
て
い
れ
ば
外
国
人
と
も
自
由

に
会
話
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
技
術
革
新
の
波
は
急
速
に
来
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
い
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
「
具
体
・
抽
象
」
の
区
別
を
超
え
た

「
無
機
質
な
記
号
の
組
み
合
わ
せ
作
業
」
に
陥
い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

深
い
喜
び
も
、
深
い
悲
し
み
も
無
機
質
な
記
号
に
変
換
さ
れ
た
生
活
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
個
人
の
殻

に
閉
じ
こ
も
り
、
不
寛
容
な
社
会
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

皆
様
が
こ
の
練
馬
高
校
で
３
年
間
、
仲
間
と
共
有
し
た
青
春
時
代
の
喜
び
や
感
動
、
悔
し
さ
や
悲
し
み

も
体
験
の
記
憶
と
し
て
誰
も
が
保
持
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
人
生
の
貴
重
な
宝
物
で
す
。
卒
業
後
に
同
期

会
や
同
窓
会
で
そ
れ
ら
を
分
か
ち
合
え
る
の
は
、
同
窓
生
だ
か
ら
で
す
。

　

皆
様
も
卒
業
後
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
別
々
の
道
を
歩
ま
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
社
会
に

出
れ
ば
、
困
っ
た
と
き
に
相

談
で
き
る
人
が
必
要
な
と
き

も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
、

別
の
人
生
を
歩
ん
だ
人
た
ち

と
気
さ
く
に
相
談
し
た
り
、

情
報
交
換
し
た
り
で
き
る
の

が
同
期
生
、
同
窓
生
同
士
な

の
で
す
。
既
に
共
通
の
話
題

を
持
ち
、
楽
し
く
会
話
が
弾

み
、
高
め
合
う
仲
間
に
な
れ

る
の
で
す
。

　

ま
た
、
疲
れ
た
と
き
に
は

高
校
時
代
の
仲
間
と
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
も

大
切
で
す
。
同
窓
会
は
、
そ

の
絆
を
守
る
と
こ
ろ
で
も
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
役
員
は
、

い
つ
も
そ
う
あ
り
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
は
理
事
が
不
足
し

て
お
り
ま
す
。
是
非
と
も
、

同
窓
会
を
持
続
可
能
な
も
の

に
す
る
た
め
に
も
皆
様
の
お

力
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

2018年9月15日（土）、16日（日）　練馬高校文化祭（銀杏祭）の正門の様子

須
藤　
　

勝　

銀
杏
会
会
長

（
３
期
生
）

同
窓
会
会
長
か
ら
の
お
願
い
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同
窓
会
の
再
始
動
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ご
存
知
の
と
お
り
、

本
校
は
昭
和
39
年
４
月

に
第
１
期
生
の
入
学
が
許
可
さ
れ
て
以
来
、
50
年

を
越
え
る
歴
史
を
培
っ
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、

多
く
の
有
為
な
人
材
を
育
成
し
な
が
ら
、
平
成
30

年
４
月
に
は
第
55
期
生
が
入
学
い
た
し
ま
し
た
。

　

近
年
は
生
活
指
導
・
進
路
指
導
の
充
実
を
図
っ

て
お
り
、
近
隣
の
中
学
校
か
ら
も
落
ち
着
い
た
環

境
で
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
学
校
と
し
て
一
定
の
評

価
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
実
際
に
学
校
説
明

会
や
文
化
祭
等
で
の
来
場
者
数
も
増
加
傾
向
に
あ

る
ほ
か
、
昨
年
度
の
入
学
選
抜
で
は
推
薦
・
一
般

と
も
倍
率
が
上
が
る
な
ど
、
良
い
傾
向
が
見
ら
れ

ま
す
。

　

本
校
は
「
立
志
」
「
自
律
」
「
飛
躍
」
の
校
訓
の

も
と
、
学
習
と
部
活
動
に
充
実
し
た
生
活
を
送
り

な
が
ら
、
自
身
の
希
望
進
路
を
実
現
で
き
る
学
校

と
し
て
こ
れ
か
ら
も
邁
進
い
た
し
ま
す
。
同
窓
会

か
ら
は
、
す
で
に
昨
年
度
の
卒
業
生
や
現
在
の
３

年
生
に
対
し
て
も
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
今
回
の
会
報
発
行
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
共
に
更
な
る
発
展
を
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
が
で
た
茨
城
県
の

と
あ
る
県
立
高
校
は
、

48
歳
を
迎
え
る
年
に
在

京
同
窓
会
の
幹
事
を
担

う
決
ま
り
が
あ
る
。
卒

業
し
て
30
年
、
仕
事
も

軌
道
に
乗
っ
て
人
生
を
振
り
返
る
余
裕
が
少
し
で

て
く
る
絶
妙
な
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
。
少
な
く
と
も
幹

事
の
学
年
だ
け
は
多
く
の
友
が
集
結
し
、
旧
交
を

温
め
、
会
は
大
い
に
盛
り
あ
が
る
。
こ
れ
を
機
に

交
わ
り
が
再
開
す
る
。
毎
年
１
月
に
は
仲
間
の
会

社
が
も
つ
保
養
所
の
温
泉
で
心
身
を
癒
し
、
旨
い

肴
と
酒
に
舌
鼓
を
う
つ
。
４
月
は
花
見
。
仲
間
が

上
野
公
園
に
場
所
を
確
保
し
て
く
れ
、
満
開
の
桜

（
時
に
葉
桜
）
の
も
と
で
酒
を
交
わ
し
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
語
ら
い
構
想
す
る
。
７
月
は
、
馬
場

長
と
親
交
を
も
つ
仲
間
の
お
か
げ
で
大
井
競
馬
場

の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
室
を
借
り
切
り
、
走
る
お
馬
さ
ん
を
観

な
が
ら
（
言
い
わ
け
で
す
が
年
に
一
度
だ
け
！
）

酒
を
交
わ
し
、
校
歌
を
高
ら
か
に
歌
い
エ
ー
ル
を

交
換
し
て
会
は
結
び
と
な
る
。
古
き
良
き
友
と
す

ご
す
ひ
と
時
は
最
高
だ
。
同
窓
会
の
力
で
私
は
旧

友
と
再
会
で
き
、
新
た
な
絆
を
は
ぐ
く
ん
で
い
る
。

感
謝
！

　

同
窓
会
会
報
誌
の
復

活
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

教
務
的
な
内
容
の
学

校
の
現
状
と
報
告
を
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
同
窓

会
誌
が
中
止
さ
れ
た
12
年
の
間
で
、
東
京
都
教
育

委
員
会
よ
り
重
点
支
援
校
２
度
、
部
活
動
推
進
指

定
校
２
度
指
定
を
受
け
、
文
武
と
も
に
様
々
な
教

育
改
革
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
よ

り
土
曜
授
業
を
導
入
し
ま
し
た
が
、
土
曜
講
習
や

部
活
動
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
平
成

30
年
度
入
学
生
よ
り
廃
止
を
し
て
お
り
ま
す
。
部

活
動
も
当
時
よ
り
も
増
え
、
多
く
の
部
活
動
が
活

発
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
27
年
度
か
ら
は
、

大
学
特
別
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ス
（
特
進
ク
ラ
ス
）

を
１
ク
ラ
ス
設
け
教
育
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
は
「
情
報
モ
ラ
ル
推
進
校
」

と
し
て
、
第
１
学
年
を
中
心
に
情
報
モ
ラ
ル
教
育

を
充
実
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
昨
今
、
私
立

学
校
無
償
化
に
伴
い
、
都
立
高
校
も
入
試
に
苦
し

ん
で
お
り
本
校
も
そ
の
よ
う
な
時
期
が
あ
り
ま
し

た
が
、
お
陰
様
で
、
本
校
の
人
気
も
復
活
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
同
窓
会
の
皆
様

の
応
援
の
お
陰
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
伝
統
あ
る
練
馬
高
校
の
発
展
の
た

め
に
、
お
力
添
え
を
頂
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　

同
窓
会
の
日
頃
か
ら

の
ご
支
援
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

練
馬
高
校
に
初
任
者

と
し
て
着
任
し
て
早
４

年
目
に
な
り
、
３
年
生

（
53
期
）
の
担
任
を
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
生
徒

ひ
と
り
ひ
と
り
が
希
望
の
進
路
実
現
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

人
懐
っ
こ
い
生
徒
た
ち
と
若
手
へ
の
面
倒
見
の

良
い
先
生
方
に
囲
ま
れ
、
入
都
か
ら
の
３
年
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

練
高
で
の
印
象
的
な
行
事
は
、
文
化
祭
で
の
教

員
合
唱
で
す
。
３
年
前
担
当
の
宮
﨑
先
生
の
発
案

で
、
音
楽
科
で
あ
る
仲
田
副
校
長
が
校
歌
を
３
部

合
唱
に
編
曲
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
開
会
式
で

は
職
員
合
唱
の
映
像
を
流
し
、
閉
会
式
で
は
実
際

に
合
唱
し
ま
し
た
。
教
職
員
の
歓
送
迎
会
で
も
歌

わ
れ
る
な
ど
、
校
歌
は
一
層
欠
か
せ
な
い
存
在
と

な
っ
て
い
ま
す
。
教
員
が
行
事
に
関
わ
り
一
緒
に

楽
し
む
姿
を
見
て
、
生
徒
の
行
事
へ
の
取
り
組
み

も
年
々
活
性
化
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

「
幸
は
夙
に
み
ち
た
り
。
」
同
窓
会
の
益
々
の
発

展
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
度
、
創
立
55
年

目
を
迎
え
た
歴
史
と
伝

統
あ
る
都
立
練
馬
高
等

学
校
、
通
称
「
ネ
リ
タ

カ
」
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を

務
め
さ
せ
て
頂
く
事
に

な
り
ま
し
た
。
も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

本
校
発
展
の
た
め
一
生
懸
命
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま

す
の
で
、
「
銀
杏
会
（
同
窓
会
）
」
の
皆
様
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
も
年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
中
学
、
高
校
の
同

級
生
と
の
交
流
の
有
難
さ
を
痛
感
し
て
お
り
、
同

期
会
や
ク
ラ
ス
会
の
サ
ポ
ー
ト
、
入
会
者
の
増
加

の
お
手
伝
い
を
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い

で
す
。　

　

母
校
の
校
章
に
ち
な
ん
だ
「
銀
杏
会
」
、
諸
般

の
事
情
で
休
眠
状
態
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た

が
、
昨
年
よ
り
再
建
へ
向
け
て
積
極
的
に
活
動
さ

れ
、
今
年
は
銀
杏
会
の
機
関
紙
「
銀
杏
の
朋
」
を

12
年
ぶ
り
に
発
行
さ
れ
、
「
ネ
リ
タ
カ
」
フ
ァ
ン
の

一
員
と
し
て
、
今
後
と
も
「
銀
杏
会
（
同
窓
会
）
」

が
益
々
発
展
さ
れ
る
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
て
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

栗
原　

光
晴　

練
馬
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

同
窓
会
再
建
に
寄
せ
て

陣
野　

俊
彦

練
馬
高
校
英
語
科
教
諭

文
化
祭
で
の
教
員
合
唱

正
木　

成
昭

練
馬
高
校
教
務
部
主
任

練
馬
高
校
の
現
状
と
報
告

谷
島　
　

昭

練
馬
高
校
進
路
指
導
部
主
任

同
窓
会
は
人
生
に
必
須
で
し
ょ

丸
茂　
　

聡

練
馬
高
校
校
長

50
年
を
超
え
る
伝
統
校
へ
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練
馬
高
校
に
は
28
の
部
活
動
が
あ
り
、
生

徒
た
ち
は
頑
張
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
部
活
名
の
み
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

次
号
か
ら
は
部
活
動
の
結
果
報
告
な
ど
を
お

伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

　

運
動
部

　

・
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

・
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

・
硬
式
野
球
部

　

・
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

・
サ
ッ
カ
ー
部

　

・
卓
球
部　
　

　

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

・
硬
式
テ
ニ
ス
部
（
男
子
）

　

・
硬
式
テ
ニ
ス
部
（
女
子
）

　

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

・
弓
道
部

　

・
剣
道
部

　

・
陸
上
部

　

・
水
泳
部

　

・
ダ
ン
ス
部　
　

　

・
柔
道
部

　

文
化
部　

　

・
吹
奏
楽
部　

　

・
軽
音
楽
部

　

・
演
劇
部

　

・
茶
道
部

　

・
美
術
部

　

・
天
文
学
部

　

・
生
物
部

　

・
イ
ラ
ス
ト
部

　

・
メ
ー
キ
ン
グ
部

　

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

　

・
写
真
同
好
会

　

・
文
芸
同
好
会

部
活
動
一
覧

○
転
出
・
退
職

　

眞
鍋　
　

香　
　
　

（
国
語
）　
　
　
　

東
村
山
高
校
へ

　

駒
田　
　

芳
基　
　

（
世
界
史
）　
　
　

六
本
木
高
校
へ

　

才
郷　
　

博
光　
　

（
数
学
）　
　
　
　

東
村
山
西
高
校
へ

　

畑
野　
　

毅
嗣　
　

（
数
学
）　
　
　
　

高
島
高
校
へ

　

山
岸　
　

淳
貴　
　

（
生
物
）　
　
　
　

青
井
高
校
へ

　

榊
原　
　

多
佳
子　

（
英
語
）　
　
　
　

千
早
高
校
へ

　

佐
藤　
　

貴
俊　
　

（
経
営
企
画
室
）　

練
馬
工
業
高
校
へ

○
転
入
・
新
規
採
用

　

岩
政　

靖
夫　
　

（
世
界
史
）　
　
　

杉
並
工
業
高
校
か
ら

　

好
住　

幸
俊　
　

（
数
学
）　
　
　
　

蔵
前
工
業
高
校
か
ら

　

山
下　

大
樹　
　

（
数
学
）　
　
　
　

北
豊
島
工
業
高
校
か
ら

　

本
多　

雅
典　
　

（
化
学
）　
　
　
　

新
規
採
用

　

奥
山　

泰
斗　
　

（
英
語
）　
　
　
　

鷺
宮
高
校
か
ら

　

成
田　

裕
美　
　

（
家
庭
）　
　
　
　

新
規
採
用

　

黒
沢　

邦
夫　
　

（
保
健
体
育
）　
　

新
島
高
校
か
ら

　

清
常　

雅
史　
　

（
経
営
企
画
室
）　

八
王
子
特
別
支
援
学
校
か
ら

平成30年度教職員転出入一覧

【
推
薦
】

男
子
28
名　

女
子
26
名

合
計
倍
率　

３
・
69
倍

【
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
】

剣
道
1
名

硬
式
野
球
3
名

男
子
バ
ス
ケ
2
名

女
子
バ
ス
ケ　

2
名

女
子
バ
レ
ー
2
名

【
一
般
】

男
子
１
０
５
名

女
子
１
２
０
名

合
計
倍
率
１
・
22
倍

平
成
30
年
度
入
試
状
況

練
馬
高
校
55
期
生

７
ク
ラ
ス
２
７
９
名

男
子　

１
３
３
名

女
子　

１
４
６
名

新
入
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　　

4
月
7
日
に
55
期
生
の
入
学
式
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
入
学
式
は
、
晴
天
の
中
で
、
粛
々
と
立

派
に
進
行
し
ま
し
た
。
吹
奏
楽
部
の
演
奏
の
中
で
、

新
入
生
が
拍
手
に
包
ま
れ
て
入
場
し
、
各
ク
ラ
ス

の
担
任
の
先
生
方
に
よ
る
呼
名
で
は
、
一
人
残
ら

ず
は
っ
き
り
と
返
事
を
し
て
起
立
し
ま
し
た
。
校

長
先
生
の
式
辞
で
は
、学
校
の
教
育
指
針
（
校
訓
）

で
あ
る
、
「
立
志
」
「
自
律
」
そ
し
て
「
飛
躍
」
の
三

つ
の
概
念
を
分
か
り
や
す
く
説
か
れ
、
こ
れ
か
ら

の
学
校
生
活
の
目
標
が
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
新

入
生
は
皆
、
じ
っ
と
聞
き
入
っ
て
い
た
の
が
印
象

的
で
し
た
。
厳
粛
な
儀
式
と
な
り
ま
し
た
。

第
55
回
入
学
式

亜細亜 1　跡見学園 1　江戸川 1　大妻女子 1　杏
林 1　國學院 1　国士館 2　こども教育宝仙 1　実
践女子 1　秀明 1　淑徳 4　城西 2　杉野服飾 2　
駿河台10　大東文化 5　高千穂 3　拓殖 1　玉川 1　
中央 1　つくば国際 1　帝京科学 2　帝京 5　帝京
平成 8　東京家政 1　東京国際 6　東京情報 1　東
京女子体育大 2　東京聖栄 1　東京成徳 1　東京福
祉 2　東京理科 2　東洋学園 2　東洋 2　獨協 1　
二松学舎 1　日本工業 2　日本 2　日本保健医療 1　
文化学園 2　文京学院 7　明星 5　目白 1　立正 1

秋草学園短 1　実践女子短 1　淑徳大学短 1　帝京
大学短 1　戸板女子短 1　日本歯科大学東京短 1　
目白大学短 2　　以上

進学先（五十音順）と人数平成29年度 進路の結果

男　子 女　子 合　計

大　　学 58 43 101

短期大学 1 8 9

専門学校 32 42 74

看護学校 1 9 10

就　　職 13 14 27

公 務 員 4 2 6

そ の 他 22 5 27

合　　計 131 123 254

　

平
成
30
年
3
月
10
日
に
行
わ
れ
た

練
馬
高
校
の
卒
業
式
に
列
席
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
52
期
生
２
５
４
名
（
男

子
１
３
１
名
、
女
子
１
２
３
名
）
が

母
校
を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
卒

業
生
か
ら
は
、
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ

ぞ
れ
に
個
性
を
保
ち
な
が
ら
も
場
を

わ
き
ま
え
た
若
者
ら
し
い
清
々
し
さ

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
と

て
も
頼
も
し
い
姿
で
し
た
。

　

丸
茂
校
長
先
生
の
式
辞
に
込
め
ら

れ
た
「
自
分
の
都
合
で
は
な
く
、
み

ん
な
の
都
合
を
配
慮
し
た
行
動
を
と

れ
る
こ
と
が
大
人
の
生
き
方
な
の
で

す
」
と
い
う
く
だ
り
で
も
、
卒
業
生

一
人
残
ら
ず
壇
上
に
注
目
し
て
聞
い

て
い
た
姿
が

印
象
的
で
し

た
。
7
人
の

学
級
担
任
の

先
生
方
も
ど

こ
か
誇
ら
し

げ
に
見
え
ま

し
た
。

第
52
回
卒
業
式

練　馬　高　校　の　”い　ま”
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２
０
１
７
年
の
総
会
出
欠
は
が
き
の
コ
メ
ン

ト
よ
り
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

心
の
こ
も
っ
た
た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　

こ
の
他
に
も
多
数
の
お
便
り
を
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
に
よ
り
掲
載
で
き

な
い
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

久
方
ぶ
り
の
練
馬
高
！
！
な
つ
か
し
い
思
い

出
が
た
く
さ
ん
有
り
ま
す
よ
。

　

元
気
で
お
り
ま
す
。
機
会
を
み
て
仲
間
に
お

会
い
し
た
い
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　

67
年
卒　

１
組　

伊
藤
さ
ん

　

部
活
で
、
皆
様
が
御
活
躍
な
さ
っ
て
い
る
ご

様
子
が
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　

67
年
卒　

１
組　

上
野
さ
ん

　

会
社
を
完
全
リ
タ
イ
ア
し
て
4
年
目
、
現
在

は
週
2
日
の
パ
ー
ト
社
員
と
し
て
働
い
て
い
ま

す
。 

　
　
　
　
　
　
　

67
年
卒　

４
組　

沼
田
さ
ん

　

昭
和
39
年
4
月
入
学
。
都
立
四
商
の
校
舎
で

し
た
。
ず
い
分
時
が
た
ち
ま
し
た
。
69
才
、
信

じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
年
10
月
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
希
望
の

ゲ
ー
ム
試
合
は
は
ず
れ
、
仕
方
が
な
い
の
で
、

朝
霞
の
友
人
に
誘
わ
れ
て
朝
霞
射
的
場
の
射
的

を
見
に
行
き
ま
し
た
。
確
か
ス
イ
ス
の
選
手
が

金
メ
ダ
ル
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
の
入

場
券
は
大
事
に
と
っ
て
あ
り
ま
す
。

　

１
期
生
は
２
年
も
都
立
四
商
に
か
よ
い
ま
し

た
。
鈴
木
満
令
校
長
先
生
の
３
年
間
云
い
続
け

た
「
ル
ー
ル
を
守
り
な
さ
い
」
と
い
う
教
え
は
、

今
で
も
頭
に
し
み
つ
い
て
お
り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　

67
年
卒　

５
組　

森
下
さ
ん

　

昨
年
11
月
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
第
１

期
生
の
同
期
会
、
出
席
45
名
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

世
話
人
４
名
で
（
私
を
含
め
て
）
10
年
間
果

た
し
ま
し
た
が
、
前
回
で
お
役
を
や
め
、
次
の

方
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。

　

第
１
期
生
と
し
て
皆
様
の
御
多
幸
、
御
健
康

を
祈
り
ま
す
。 

　
　
　

 

67
年
卒　

６
組　

池
田
（
園
部
）
さ
ん

　

来
年
70
歳
を
迎
え
ま
す
が
、
ま
だ
現
役
で
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
関
係
の
仕
事
を
携
わ
っ

て
お
り
ま
す
。 

　
　
　

 

68
年
卒　

１
組　

村
田
（
鈴
木
）
さ
ん

　

第
２
期
卒
業
生
有
志
で
毎
年
２
回
、
同
期
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
う
ま
く
連
動
で
き
る
と

い
い
で
す
ね
。 

　
　
　
　
　
　
　

68
年
卒　

２
組　

小
関
さ
ん

　

２
期
生
の
同
期
会
「
練
馬
会
」
が
半
年
に
一

度
開
か
れ
て
い
ま
す
。
次
回
に
で
も
ご
案
内
し

て
自
己
申
告
で
連
絡
さ
せ
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　

68
年
卒　

２
組　

中
尾
さ
ん

　

毎
年
１
回
３
年
生
の
と
き
の
友
人
と
飲
み
会

を
開
い
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
１
人
は
長
野
県

か
ら
の
参
加
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　

68
年
卒　

４
組　

福
島
さ
ん

　

今
か
ら
11
年
前
（
２
０
０
６
年
）
池
袋
第
一

イ
ン
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
同
窓
会
の
出
来
事
が

な
つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

総
会
の
成
功
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

次
回
の
同
窓
会
に
は
参
加
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　

68
年
卒　

６
組　

井
口
さ
ん

　

退
職
後
、
や
っ
と
自
由
に
な
っ
て
、
や
り
残

し
た
こ
と
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

　
　
　

 

68
年
卒　

６
組　

森
尻
（
皆
川
）
さ
ん

　

深
澤
先
生
の
ク
ラ
ス
会
は
、
現
在
も
毎
年
継

続
し
て
開
催
し
、
10
～
20
人
が
秋
に
集
ま
っ
て

お
り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　

69
年
卒　

４
組　

太
田
さ
ん

元
気
に
坂
道
歩
き
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。 

　
　
　

 

69
年
卒　

４
組　

西
永
（
錦
織
）
さ
ん

　

東
京
都
庁
を
退
職
し
、
民
間
企
業
に
勤
務
し

て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
拝
見
し
ま
し
た
。
同
窓
会

の
継
続
は
大
変
な
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
　
　
　

70
年
卒　

２
組　

青
山
さ
ん

　

私
は
４
回
生
で
、
生
徒
会
や
放
送
委
員
会
で

活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
４
回
生
の
消
息
が
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

転
勤
族
で
し
た
の
で
な
か
な
か
同
窓
会
に
参

加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
定
年
に
な
り
、
今

後
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　

70
年
卒　

２
組　

小
山
田
さ
ん

　

２
０
１
３
・
11
に
ク
ラ
ス
会
を
開
い
た
の
が

最
後
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　

70
年
卒　

４
組　

舟
竹
さ
ん

　

今
年
で
65
才
で
す
が
、
ま
だ
現
役
で
働
い
て

い
ま
す
。
な
か
な
か
東
京
ま
で
行
く
の
は
、
い

ろ
い
ろ
な
面
で
大
変
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

　
　
　

 

71
年
卒　

１
組　

加
藤
（
大
高
）
さ
ん

　

５
期
生
は
２
年
に
１
度
、
同
期
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
す
で
に
十
数
回
は
続
い
て
お
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
希
望
者
で
旅
行
会
、
新
年
会
、
忘
年

会
、
相
撲
観
戦
、
寄
席
等
幅
広
く
活
動
し
て
お

り
ま
す
。

　

バ
ン
ド
を
組
ん
で
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
方
等
、
同
期
会
以

外
で
の
結
束
も
固
い
で
す
。 

　
　
　

 

71
年
卒　

４
組　

音
成
（
藤
井
）
さ
ん

　

先
日
、
練
高
の
同
窓
会
（
同
期
会
）
が
あ
り
、

参
加
し
ま
し
た
。
津
久
井
先
生
と
三
橋
先
生
も

出
席
し
て
く
だ
さ
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し

た
。 

　
　
　
　
　
　
　

72
年
卒　

４
組　

秋
山
さ
ん

　

同
期
会
を
２
年
毎
に
行
な
っ
て
い
る
学
年
で

す
。
還
暦
の
時
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。 

　
　

 

　

72
年
卒　

８
組　

浦
上
（
伊
藤
）
さ
ん

　

同
期
生
の
集
ま
り
や
り
た
い
で
す
ネ
！

　

世
話
人
の
み
な
さ
ん
、
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
　
　

 

73
年
卒　

２
組　

高
杉
（
北
原
）
さ
ん

Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
で
気
晴
ら
し
を
し
て
お
り
ま
す
。 

　
　
　

 

73
年
卒　

３
組　

下
田
（
須
崎
）
さ
ん 

　

11
月
4
日
に
７
回
生
の
同
期
会
を
行
っ
た
ば

か
り
で
す
。
２
～
３
年
ご
と
に
開
催
し
て
お
り

ま
す
。

　
　
　

 

73
年
卒　

５
組　

渡
辺
（
太
田
）
さ
ん

　

HP
は
以
前
よ
り
拝
見
し
て
お
り
、
今
後
も
定

期
的
に
ア
ク
セ
ス
す
る
予
定
で
す
。

　

既
に
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
が
、
７
期
生
は

11
月
４
日
（
土
）
に
同
期
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

約
40
名
の
参
加
で
し
た
。

　

15
期
生
の
方
々
は
独
自
の
HP
が
公
開
さ
れ
て

お
り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　

73
年
卒　

５
組　

小
坂
さ
ん

　

民
間
企
業
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
定
年
を
迎

え
、
現
在
は
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
継
続

勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

今
、
思
い
出
し
て
も
高
校
３
年
間
が
そ
の
後

の
人
生
を
決
め
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
在
校
生
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
て
悔
い

の
な
い
高
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
祈
っ
て
お

り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　

73
年
卒　

５
組　

小
林
さ
ん

同　窓　生　か　ら　の　お　便　り
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小
旅
行
に
度
々
出
か
け
る
な
ど
、
セ
カ
ン
ド

ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　

73
年
卒　

６
組　

増
田
さ
ん

　

先
日
同
期
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
遠
藤
、

和
田
両
先
生
も
出
席
さ
れ
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　

73
年
卒　

８
組　

槍
田
さ
ん

　

都
立
高
校
の
統
廃
合
が
進
む
中
、
練
馬
高
校

が
残
っ
て
い
る
の
は
、
卒
業
生
と
し
て
な
つ
か

し
く
思
い
出
せ
る
場
が
あ
る
と
い
う
事
で
す
。 

　
　
　

 

74
年
卒　

２
組　

星
野
（
鎌
倉
）
さ
ん

　

早
実
を
定
年
退
職
し
、
畑
仕
事
を
し
た
り
、

旅
行
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。 

　
　
　

 

74
年
卒　

２
組　

原
田
（
柴
山
）
さ
ん

　

来
年
３
人
目
の
孫
が
生
ま
れ
ま
す
。
２
人
の

子
供
も
側
に
お
り
、
あ
り
が
た
い
や
ら
大
変
や

ら
ー
ー
！ 

　
　
　
　

 

74
年
卒　

５
組　

鎌
田
（
原
）
さ
ん

　

卒
業
し
て
45
年
近
く
た
ち
ま
す
が
、
今
だ
に

高
校
時
代
の
友
人
と
旅
行
し
た
り
し
て
ま
す
。

　

皆
様
も
友
人
を
大
切
に
し
て
下
さ
い
。 

　
　
　

74
年
卒　

７
組　

鳴
海
（
大
谷
）
さ
ん

　

定
年
退
職
後
も
都
立
の
特
別
支
援
学
校
で
の

教
員
を
、
再
任
用
で
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。 

　
　
　
　

 

75
年
卒　

１
組　

野
口
（
原
）
さ
ん

　

今
年
３
月
退
職
、
現
在
再
任
用
１
年
目
と
し

て
、
小
学
校
に
勤
め
て
お
り
ま
す
。 

　
　
　

 

75
年
卒　

３
組　

荒
木
（
二
宮
）
さ
ん

　

今
年
５
月
、
何
十
年
か
ぶ
り
で
茶
道
部
同
期

会
が
あ
り
ま
し
た
。
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
、

と
て
も
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。 

　
　
　

 

75
年
卒　

４
組　

矢
島
（
板
敷
）
さ
ん

　

当
時
の
方
と
は
す
っ
か
り
御
無
沙
汰
で
す
が
、

機
会
が
あ
れ
ば
お
会
い
し
た
い
で
す
。

　

60
歳
を
す
ぎ
ま
し
た
が
、
何
と
か
元
気
に
働

い
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　

75
年
卒　

４
組　

田
中
さ
ん

　

定
年
退
職
後
も
働
い
て
い
ま
す
。
（
診
療
放

射
線
技
師
） 

　
　
　
　
　
　
　

75
年
卒　

７
組　

阿
部
さ
ん

　

当
方
本
年
３
月
に
私
立
高
校
を
定
年
と
な
り
、

現
在
は
同
校
嘱
託
と
し
て
勤
務
す
る
傍
ら
、
県

立
高
校
で
教
鞭
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

　

練
高
時
代
は
私
の
人
生
の
礎
。
ま
た
同
期
の

皆
さ
ん
と
再
会
し
た
い
と
念
じ
て
い
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　

75
年
卒　

７
組　

石
井
さ
ん

　

神
奈
川
に
移
り
住
み
、
仕
事
と
ラ
ン
ニ
ン
グ

を
楽
し
ん
で
い
る
生
活
で
す
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
、

１
０
０
Km
マ
ラ
ソ
ン
、
24
Ｈ
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
。 

　
　
　
　
　
　
　

75
年
卒　

７
組　

松
本
さ
ん

　

還
暦
を
迎
え
ま
し
た
。
結
婚
し
た
子
供
達
３

人
が
家
を
出
て
か
ら
、
夫
と
２
人
の
生
活
で
す
。

私
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
テ
ク
ニ
カ
ル
ラ
イ
タ
ー

の
仕
事
を
続
け
て
い
ま
す
。 

　
　
　

 

76
年
卒　

７
組　

藤
村
（
西
村
）
さ
ん

　

公
立
小
学
校
の
校
長
を
し
て
お
り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　

77
年
卒　

４
組　

島
崎
さ
ん

　

高
校
野
球
で
母
校
の
名
前
が
出
て
い
る
と
頑

張
っ
て
い
る
な
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
は
公
立
高
に
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
が
あ
り
強

く
な
り
ま
し
た
ね
。

　

OB
事
務
局
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　

78
年
卒　

２
組　

越
智
さ
ん

　

地
域
の
子
ど
も
会
育
成
会
の
活
動
を
始
め
て

20
年
に
な
り
ま
し
た
。
ス
マ
ホ
も
パ
ソ
コ
ン
も

や
ら
ず
、
時
代
に
取
り
残
さ
れ
た
生
活
を
し
て

い
ま
す
。
公
衆
電
話
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

育
成
会
の
活
動
も
連
絡
は
メ
ー
ル
、
印
刷
物
は

パ
ソ
コ
ン
で
作
ら
れ
ま
す
が
、
私
は
今
だ
に
家

電
、
手
書
き
で
迷
惑
な
人
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。 

　
　
　

78
年
卒 

6
組　

小
野
寺
（
高
野
）
さ
ん

　

14
期
3
年
6
組
はO

l
m
p
i
c
 
Y
e
a
r

に
定
期
的

に
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

田
寺
先
生
、
平
山
先
生
に
も
お
い
で
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　

80
年
卒　

６
組　

本
多
さ
ん

　

久
し
振
り
に
練
馬
高
校
を
な
つ
か
し
く
思
い

出
し
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　

81
年
卒　

５
組　

田
中
さ
ん

　

銀
杏
会
の
活
動
再
開
の
お
知
ら
せ
を
嬉
し
く

拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

50
代
も
半
ば
に
な
り
、
来
し
方
を
振
り
返
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
同
期
生
の
皆
様
、
先
生

方
お
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

寒
く
な
り
ま
す
。
ご
自
愛
下
さ
い
。 

　
　
　

 

81
年
卒　

８
組　

宮
城
（
金
城
）
さ
ん

　

ご
連
絡
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

母
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
初
め
て
見
て
み
ま
し

た
。

　

ハ
ガ
キ
が
高
３
の
時
の
友
人
と
連
絡
を
取
り

合
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　

82
年
卒　

３
組　

臼
田
さ
ん

　

か
つ
て
の
同
級
生
の
近
況
な
ど
は
、
知
り
た

い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

何
か
の
形
で
わ
か
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。 

　
　
　

 

82
年
卒　

５
組　

諸
橋
（
宮
村
）
さ
ん

　

な
か
な
か
同
窓
生
と
会
う
機
会
が
少
な
い
で

す
が
、
HP
を
見
て
当
時
を
懐
か
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　

83
年
卒　

１
組　

西
山
さ
ん

　

銀
杏
の
葉
が
色
づ
く
季
節
に
な
る
と
、
ふ
と

練
高
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

関
西
に
居
を
構
え
て
30
年
近
く
な
り
ま
す
。

い
つ
か
上
京
の
機
会
が
あ
れ
ば
、
母
校
に
も
立

ち
寄
っ
て
み
た
い
も
の
で
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
お
元
気
で
…
。 

　
　
　

 

83
年
卒　

４
組　

宮
次
（
藤
本
）
さ
ん

　

私
の
在
校
し
て
い
た
時
よ
り
（
校
舎
が
）

ず
っ
と
立
派
に
な
っ
て
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。 

　
　
　

 

84
年
卒　

６
組　

高
橋
（
安
田
）
さ
ん

　

練
高
の
同
窓
と
全
く
交
流
が
な
く
寂
し
い
限

り
で
す
。

　

東
京
マ
ラ
ソ
ン
の
ほ
か
、
健
康
増
進
の
た
め

ジ
ム
に
マ
ラ
ソ
ン
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
生
活
を
し

て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　

84
年
卒　

６
組　

山
下
さ
ん 

　

５
才
と
１
才
の
男
の
子
の
父
親
に
な
り
ま
し

た
。
毎
日
仕
事
に
忙
し
く
し
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　

94
年
卒　

３
組　

丸
岡
さ
ん

　

練
馬
北
口
で
飲
食
店
（B

a
r

）
経
営
中
。
店
名
、

f
o
o
d
&
B
a
r
 
R
e
d
 
S
h
o
e
s
 

　
　
　
　
　
　
　

96
年
卒　

２
組　

井
上
さ
ん

２
０
０
５
年
卒
の
同
窓
会
を
開
催
し
て
ほ
し

い
。 

　
　
　
　
　
　

05
年
卒　

５
組　

大
根
田
さ
ん

　

銀
杏
会
の
活
動
復
活
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
　
　
　

07
年
卒　

２
組　

土
居
さ
ん

同　窓　生　か　ら　の　お　便　り



　

９
月
15
日
、
16
日
の
銀
杏
祭
（
練
馬
高
校
文
化

祭
）
に
同
窓
会
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
２
階
２

Ａ
教
室
を
お
借
り
し
て
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
展
示

と
飲
み
物
の
無
料
提
供
を
行
い
ま
し
た
。
両
日
で

在
校
生
・
来
場
者
合
わ
せ
て
約
５
０
０
名
が
見
学

に
訪
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

卒
業
ア
ル
バ
ム
の
展
示
に
は
、
懐
か
し
い
青
春

時
代
を
思
い
出
し
な
が
ら
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
同
窓

生
の
姿
や
、
卒
業
し
た
先
輩
や
練
馬
高
校
の
過
去

に
興
味
を
持
っ
た
在
校
生
の
姿
で
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

同
窓
生
の
来
場
者
か
ら
は
、
「
文
化
祭
に
来
て

卒
業
ア
ル
バ
ム
を
見
ら
れ
た
こ
と
が
一
番
楽
し
か

っ
た
。
」
い
う
声
も
あ
り
、
文
化
祭
参
加
を
企
画
し

た
役
員
に
も
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

　

在
校
生
の
来
場
者
か
ら
は
、
「
十
年
、
二
十
年

前
の
先
輩
た
ち
の
姿
か
ら
、
時
代
が
感
じ
ら
れ
て

楽
し
い
。
」と
い
う
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

飲
み
物
の
無
料
提
供
も
大
変
好
評
で
、
両
日
で

３
０
０
名
の
想
定
を
は
る
か
に
上
回
り
、
途
中
で

買
い
出
し
が
必
要
に
な
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま

し
た
が
、
多
く
の
方
に
提
供
で
き
て
う
れ
し
い
限

り
で
し
た
。

　

来
年
も
同
窓
会
は
銀
杏
祭
参
加
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
銀
杏
祭
に
い
ら
し
て
く
だ

さ
い
。

銀杏祭パンフレットに掲載された

催し案内の原稿

同窓会ブース（入り口）の様子

同窓会ブースの様子

文
化
祭
参
加
報
告

２
０
０
７
年
９
月
22
日

　

同
窓
会
（
銀
杏
会
）
活
動
休
止

２
０
１
７
年
4
月

　

同
窓
会
再
建
に
向
け
て
準
備
開
始

２
０
１
７
年
９
月
９
日

　

同
窓
会
再
建
準
備
委
員
会
開
催

　

議
題　

同
窓
会
再
建
に
向
け
て

　
　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

　
　
　
　

つ
い
て

　
　２

０
１
７
年
11
月
11
日

　

同
窓
会
再
建
準
備
委
員
会
開
催

　

議
題　

同
窓
会
臨
時
総
会
に
つ
い
て

２
０
１
７
年
12
月
２
日

　

同
窓
会
臨
時
総
会
開
催

　

新
役
員
が
決
定
さ
れ
、
同
窓
会
が
再
開
す
る
。

　

総
会
に
は
31
名
の
参
加
が
あ
り
活
動
方
針
等
も

　

了
承
さ
れ
た
。

２
０
１
８
年
１
月
９
日

　

52
期
生
へ
同
窓
会
入
会
の
案
内
を
行
う

　

52
期
生
の
加
入
者
72
名

２
０
１
８
年
２
月
17
日

　

理
事
会
開
催

　

議
題　

今
後
の
活
動
計
画
に
つ
い
て

２
０
１
８
年
３
月
10
日

　

母
校
卒
業
式
に
会
長
が
列
席

　

卒
業
生
に
記
念
品
と
し
て
「
ふ
く
さ
」を
贈
呈

２
０
１
８
年
３
月
24
日

　

理
事
会
開
催

　

議
題　

52
期
生
の
入
会
に
つ
い
て

　
　
　
　

同
窓
会
封
筒
の
作
成
に
つ
い
て

２
０
１
８
年
４
月
７
日

　

母
校
入
学
式
に
会
長
が
列
席

２
０
１
８
年
７
月
７
日

　

理
事
会
開
催

　

議
題　

母
校
文
化
祭
参
加
に
つ
い
て

　
　
　
　

同
窓
会
総
会
に
つ
い
て

２
０
１
８
年
8
月
11
日

　

理
事
会
開
催

　

議
題　

文
化
祭
参
加
の
詳
細
に
つ
い
て

２
０
１
８
年
８
月
27
日

　

理
事
会
開
催

　

議
題　

文
化
祭
参
加
の
準
備
に
つ
い
て

　
　
　
　

文
化
祭
展
示
写
真
の
選
定　
　

２
０
１
８
年
８
月

　

３
年
生
の
小
論
文
指
導
の
講
師
料
を
負
担
す
る

２
０
１
８
年
９
月
15
日
、
16
日

　

同
窓
会
と
し
て
文
化
祭
に
参
加

　

卒
業
ア
ル
バ
ム
（
50
年
分
２
冊
紛
失
）
の
展
示

　

と
飲
み
物
の
提
供
を
す
る
。

　

無
料
で
缶
コ
ー
ラ
等
が
飲
め
る
の
で
、
卒
業
ア

　

ル
バ
ム
を
見
な
が
ら
休
憩
す
る
生
徒
や
卒
業
生

　

等
の
姿
が
み
ら
れ
、
盛
況
の
ま
ま
終
了
す
る
。

２
０
１
８
年
10
月
６
日

　

理
事
会
開
催

　

議
題　

３
年
生
の
同
窓
会
加
入
の
案
内
に
つ
い
て

　
　
　
　

同
窓
会
会
報
の
発
行
に
つ
い
て

　
　
　
　

今
年
度
の
卒
業
記
念
品
に
つ
い
て

２
０
１
８
年
10
月
13
日

　

練
馬
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
運
営
協
議
会
で
同
窓
会
に

　

つ
い
て
の
説
明
を
行
う

２
０
１
８
年
10
月
31
日

　

同
窓
会
会
報
「
銀
杏
の
朋
」
第
13
号
発
行

　

同
窓
会
再
建
後
初
の
会
報
と
な
る
。

銀
杏
会
活
動
報
告

2018 年 10 月 31 日　(6)第 13 号 東京都立練馬高等学校同窓会会報　「銀杏の朋」



　

同
窓
会
は
卒
業
時
の
終
身
会
費
と
会
員
の

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
寄
付
で
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

近
年
財
政
逼
迫
の
た
め
、
皆
ま
さ
の
ご
寄

付
が
大
変
重
要
な
収
入
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
会
員
と
の
つ
な
が
り
の
た
め
の
事
業

維
持
や
、
母
校
へ
の
応
援
の
た
め
、
ご
寄
付

は
大
歓
迎
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◆
現
金
書
留

　

郵
便
局
か
ら
下
記
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

〒
１
７
９
‐
０
０
７
４

　

東
京
都
練
馬
区
春
日
町
４
‐
28
‐
25

　

練
馬
高
校
同
窓
会
事
務
局

※
書
留
料
金
の
ご
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
同
窓
会
総
会
時
に
直
接

　

当
日
ご
寄
付
の
受
付
を
い
た
し
ま
す
。

※
そ
の
他
の
方
法
を
ご
希
望
の
方
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
問
い
合
わ
せ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
ご
注
意
】

　

領
収
書
は
、
総
会
時
の
場
合
は
発
行
い
た

し
ま
す
。
現
金
書
留
は
そ
の
受
け
取
り
控
え

を
も
っ
て
領
収
書
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

こ
の
寄
付
は
、
税
法
上
の
寄
付
控
除
の
対

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

同
窓
会
へ
の
寄
付
に
つ
い
て

　

２
０
１
７
年
度
に
左
記
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を

頂
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　

職　

員　
　
　

鈴　

木　

一　

正　

　

75
年
卒　
　
　

相　

原　

弘　

行　

　

76
年
卒　
　
　

名
嘉
地　

明　

彦

寄
付
の
お
礼

　
２
０
１
７
年
度
の
総
会
で
了
承
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー

の
辞
任
等
が
あ
り
、
現
在
は
左
記
の
メ
ン
バ
ー
で

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

会

長　
　

須
藤　
　

勝 

（
３
期 

69
年
卒
）

副

会

長　
　

黒
澤　

敏
明 

（
10
期 

76
年
卒
）

　
　
　
　
　
　
　

会
計
を
兼
ね
る

会

計　
　

井
上　

和
夫 

（
３
期 

69
年
卒
）

理

事　
　

小
嶺　
　

究 

（
４
期 

70
年
卒
）

理

事　
　

三
浦　

喜
雄 

（
９
期 

75
年
卒
）

理

事　
　

宮
鍋　

和
美 

（
28
期 

94
年
卒
）

会

計

監

査　
　

山
下　

幸
雄 

（
３
期 

69
年
卒
）

顧

問　
　

伊
藤　

久
雄 

（
11
期 

77
年
卒
）

名

誉

会

長　
　

丸
茂　
　

聡
（
現
校
長
）　
　

名
誉
副
会
長　
　

仲
田　

賀
一
（
現
副
校
長
）

２
０
１
８
年
度
同
窓
会
総
会
で
承
認
さ
れ
れ
ば

正
式
に
活
動
を
始
め
ま
す
。

新
役
員
紹
介

　

２
０
１
７
年
12
月
２
日
に
練
馬
高
校
会
議
室
に

お
い
て
、
同
窓
会
臨
時
総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

懐
か
し
い
山
口
俊
治
先
生
、
小
林
汎
先
生
を
は
じ

め
、
２
期
か
ら
28
期
の
同
窓
生
31
名
が
出
席
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
学
校
側
か
ら
は
、
丸
茂
聡
学

校
長
、
仲
田
賀
一
副
校
長
の
両
先
生
方
が
ご
臨
席

さ
れ
、
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
欠
は
が
き
は
、
欠
席
者
を
含
め

８
７
０
通
届
き
ま
し
た
。
コ
メ
ン
ト
欄
に
は
多
く

の
激
励
の
言
葉
が
綴
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
多
く

の
方
か
ら
の
同
窓
会
へ
の
思
い
の
重
さ
を
感
じ
る

と
と
も
に
、
そ
の
責
任
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
読
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
総
会
の
内
容
の
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
議
案
書
お

よ
び
改
正
会
則
を
ご
覧
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　

今
後
は
、
母
校
３
年
生
へ
の
本
会
入
会
の
働
き

か
け
を
す
る
と
と
も
に
、
２
０
１
８
年
４
月
か
ら

本
格
的
に
活
動
が
始
ま
る
の
で
、
そ
の
活
動
に
全

力
を
注
ぐ
つ
も
り
で
す
。
ま
た
、
母
校
卒
業
生
に

は
、
加
入
の
可
否
に
か
か
わ
ら
ず
、
卒
業
生
全
員

に
本
会
か
ら
も
卒
業
記
念
品
を
贈
呈
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
本
会
も
母
校
の
ご
卒
業
を
祝
い

た
い
気
持
ち
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
今
回
、
往
復
ハ
ガ
キ
７
０
０
０
通
以
上

送
付
し
ま
し
た
が
、
宛
先
不
明
で
戻
っ
て
き
た
も

の
が
、
２
割
近
く
あ
り
ま
し
た
。
転
居
さ
れ
た
方
、

改
姓
な
ど
さ
れ
た
方
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
登

録
情
報
変
更
」
か
ら
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
た
く
存

じ
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
ク
ラ
ス
会
や
同
期
会
の
お

知
ら
せ
も
届
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配

し
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
各
位
の
ご
要
望
に
で
き
る
だ
け
応
え
て
行

け
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
そ
し
て
、
新
し

い
時
代
の
新
し
い
同
窓
会
の
在
り
方
を
、
更
に
一

層
検
討
し
つ
つ
、
有
意
義
な
も
の
に
し
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
理
解
と

ご
支
援
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
　
　

２
０
１
７
年
臨
時
総
会
報
告

　

こ
れ
は
、
臨
時
総
会
に
ご
出
席
い
た
だ
き

ま
し
た
山
口
俊
治
先
生
（
社
会
科
・
在
職
期

間
１
９
６
５
年
～
１
９
７
７
年
）
か
ら
伺
っ

た
お
話
で
す
。

　

山
口
先
生
は
銀
杏
会
の
総
会
開
催
の
は
が

き
を
受
け
取
り
、
懐
か
し
い
練
馬
高
校
に
行

っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
89
歳
の
先
生
、

普
段
は
両
手
に
杖
を
つ
い
て
歩
い
て
お
り
、

出
か
け
る
こ
と
が
と
て
も
不
安
で
し
た
。
最

初
は
練
馬
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
行
く
予
定
で

し
た
が
、
最
寄
り
駅
の
練
馬
春
日
町
ま
で
電

車
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
地
上
出
口

ま
で
来
て
み
る
と
、
昔
と
景
色
が
全
く
違
っ

て
い
て
、
ど
う
し
よ
う
か
と
途
方
に
暮
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
下
校
中
の
３
人

の
男
子
高
校
生
が
通
り
か
か
っ
た
の
で
、
練

馬
高
校
へ
行
く
道
を
尋
ね
ま
し
た
。

　

す
る
と
３
人
は
、
「
僕
た
ち
は
練
馬
高
校

の
生
徒
で
す
。
一
緒
に
ご
案
内
し
ま
す
。
」と

笑
顔
で
応
え
、
両
手
に
杖
を
つ
い
た
先
生
の

歩
調
に
合
わ
せ
て
、
学
校
の
玄
関
ま
で
案
内

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

別
れ
る
と
き
に
先
生
は
、
「
あ
り
が
と

う
、
君
た
ち
の
名
前
を
教
え
て
下
さ
い
。
」と

尋
ね
ま
し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
「
い
い
で
す

よ
、
そ
ん
な
の
。
気
を
つ
け
て
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
」と
言
う
と
お
辞
儀
を
し
て
、
さ
わ
や

か
に
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

練
馬
高
校
の
生
徒
に
感
謝
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新
体
制
に
な
っ
て
、
や
っ
と
会
報
を
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
お
も
に
デ
ザ
イ

ン
を
作
成
し
ま
し
た
。
初
め
て
使
う
Ｄ
Ｔ
Ｐ
ソ

フ
ト
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
徐
々
に
形
に

な
っ
て
い
く
楽
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
つ
く
づ

く
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
こ
と
が
楽
し
く
て
大
好
き

だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
私
が

作
成
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　

現
在
、
娘
が
練
馬
高
校
に
在
籍
し
て
お
り
、

練
馬
高
校
に
足
を
運
ぶ
た
び
に
、
卒
業
生
の
立

場
と
保
護
者
の
立
場
の
両
面
か
ら
見
て
し
ま
い

ま
す
。
練
馬
高
校
で
出
会
っ
た
先
生
方
に
は
本

当
に
お
世
話
に
な
り
、
今
で
も
時
々
連
絡
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
は
保
護

者
の
立
場
か
ら
見
て
、
先
生
方
が
生
徒
思
い
な

の
は
全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
嬉
し
く
、

微
笑
ま
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

28
期
生　

宮
鍋　

和
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
旧
姓 

上
石
）

　

昨
年
度
、
同
窓
会
が
新
し
く
発
足
し
て
、
よ

う
や
く
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
会
長
の
須
藤
先

生
、
理
事
の
宮
鍋
さ
ん
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ

な
人
た
ち
の
お
か
げ
で
こ
こ
ま
で
で
き
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
同
窓
会
と
は
母
校
の
こ
れ
ま
で
以
上

の
発
展
を
支
え
る
こ
と
と
同
窓
生
の
親
睦
を
図

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
母
校
と
同
窓
会
の
た
め
に
出
来
る
こ
と
、

無
理
を
し
な
い
で
す
る
つ
も
り
で
す
。

　

私
ご
と
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
の
３
月
で
定

年
退
職
に
な
り
、
４
月
か
ら
新
し
い
職
場
で
働

い
て
い
ま
す
。
定
年
後
は
無
理
な
く
働
き
な
が

ら
楽
し
く
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
期
生　

黒
澤　

敏
明　

　

編　

集　

後　

記

理事としてお手伝いしてくださる方を常時募集しています。

ほんの少しの援助が大きな力になります。

また、理事としては難しい方でも、イベントなどで人手が

必要な時にお手伝いしてくださる方も募集しています。

お手伝いいただける方は銀杏会までご連絡ください。

※交通費などの補助は出ますが、基本的にはボランティアで

　お願いします。

　理事・お手伝い大募集

ご意見・ご希望・ご質問などは下記までお寄せください。

1.ホームページのメールフォーム

「同窓会へのお問い合わせ」よりご連絡ください。

2.メール

info@neritaka.com までご連絡ください。

3.郵送

下記住所まで、はがきか封書でご郵送ください。

〒179-0074　練馬区春日町4-28-25　練馬高校同窓会事務局

　銀杏会への連絡方法

同窓会が電話を使って卒業後の進路、勤務先、住所などを

確認することはありません。

業者が同窓会の名をかたり、調査をすることがありますので

ご注意ください。

同窓会が特定の企業に会員情報を提供することは一切ありま

せん。ご注意ください。

銀杏会では原稿をお待ちしております。

高校時代の思い出、同期会報告、イベントなどの情報をホー

ムページから投稿または事務局までご郵送ください。

　ご注意とお願い

銀杏会についての活動や詳細などは、ホームページでも

ご覧いただけます。

ホームページでは、同期会の報告やイベントの告知なども

投稿できます。

また、お問い合わせや登録情報の変更もできます。

ぜびご覧ください。

銀杏会ホームページ：

http://www.neritaka.com

スマホ・タブレットからも

アクセスできます
練馬高校同窓会 検索

銀杏会ホームページのお知らせ　

事　務　局　よ　り

2018年度　予算書

収入の部 支出の部
前 年 度 繰 越 金 1,553,211 文化祭出展費用 20,000

入 会 金 400,000 総 会 費 用 5,000

利 息 10 卒 業 生 記 念 品 180,000

練馬高校支援費用 50,000

運 営 費 20,000

次 年 度 繰 越 金 1,678,221

合　　計 1,953,221 合　　計 1,953,221

2017年度　決算報告

収入の部 支出の部
旧会計より引き継ぎ 2,361,176 総会案内発行費用 934,949

入 会 金 259,200 総 会 費 用 3,988

寄 付 金 70,000 卒 業 生 記 念 品 172,260

利 息 2 封 筒 印 刷 費 12,316

運 営 費 13,654

合　　計 2,690,378 合　　計 1,137,167

会計報告書
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